
　会の目的　会の目的　会の目的　会の目的　会の目的（会則第2条）
　○身近な自然に親しみ、○身近な自然に親しみ、○身近な自然に親しみ、○身近な自然に親しみ、○身近な自然に親しみ、自然を愛す自然を愛す自然を愛す自然を愛す自然を愛す
　　る心をやしなう。　　る心をやしなう。　　る心をやしなう。　　る心をやしなう。　　る心をやしなう。
　○富田林の自然を守り、　○富田林の自然を守り、　○富田林の自然を守り、　○富田林の自然を守り、　○富田林の自然を守り、住みよいま住みよいま住みよいま住みよいま住みよいま
　　ちづくりをすすめる。　　ちづくりをすすめる。　　ちづくりをすすめる。　　ちづくりをすすめる。　　ちづくりをすすめる。

　主な活動　主な活動　主な活動　主な活動　主な活動（会則第３条）
　○自然観察会や調査活動○自然観察会や調査活動○自然観察会や調査活動○自然観察会や調査活動○自然観察会や調査活動
　○自然保護についての学習　○自然保護についての学習　○自然保護についての学習　○自然保護についての学習　○自然保護についての学習
　○里山保全活動　○里山保全活動　○里山保全活動　○里山保全活動　○里山保全活動
　○　○　○　○　○「「「「「富富富富富田田田田田林林林林林ののののの自自自自自然然然然然ををををを守守守守守るるるるる会会会会会だだだだだよよよよよりりりりり」」」」」
　　の発行　　の発行　　の発行　　の発行　　の発行

　会　費　会　費　会　費　会　費　会　費（会則第 6 条）
　個人会員個人会員個人会員個人会員個人会員：：：：：年間　年間　年間　年間　年間　11111 口口口口口 1 , 0 0 01 , 0 0 01 , 0 0 01 , 0 0 01 , 0 0 0 円円円円円
　団体会員　団体会員　団体会員　団体会員　団体会員：：：：：年間年間年間年間年間  1  1  1  1  1 口口口口口 2,0002,0002,0002,0002,000 円円円円円

　連絡先　連絡先　連絡先　連絡先　連絡先
　　田 淵 武 夫 　TEL/FAX　0721-24-7960(自宅)
　　　　　　　    e-mail　tabuchi@hb.tp1.jp
　　上 角 敦 彦 　TEL/FAX  0721-24-8757(自宅)
　　三 嶋 富士夫  TEL 　　0721-22-5154（自宅）

     「「「「「富富富富富田田田田田林林林林林ののののの自自自自自然然然然然ををををを守守守守守るるるるる会会会会会」」」」」は身近に豊かな自然は身近に豊かな自然は身近に豊かな自然は身近に豊かな自然は身近に豊かな自然
を残していきたいと願い、を残していきたいと願い、を残していきたいと願い、を残していきたいと願い、を残していきたいと願い、「「「「「富富富富富田田田田田林林林林林ののののの自自自自自然然然然然ををををを守守守守守るるるるる
市市市市市民民民民民運運運運運動動動動動協協協協協議議議議議会会会会会」」」」」、、、、、「「「「「大大大大大阪阪阪阪阪自自自自自然然然然然環環環環環境境境境境保保保保保全全全全全協協協協協会会会会会」」」」」や近や近や近や近や近
隣の友好団体とも協力しながら、隣の友好団体とも協力しながら、隣の友好団体とも協力しながら、隣の友好団体とも協力しながら、隣の友好団体とも協力しながら、草花や昆虫など草花や昆虫など草花や昆虫など草花や昆虫など草花や昆虫など
の自然観察会や動植物の調査、の自然観察会や動植物の調査、の自然観察会や動植物の調査、の自然観察会や動植物の調査、の自然観察会や動植物の調査、自然保護への提自然保護への提自然保護への提自然保護への提自然保護への提
言、言、言、言、言、里山を守るための間伐や下樵りなどを行って里山を守るための間伐や下樵りなどを行って里山を守るための間伐や下樵りなどを行って里山を守るための間伐や下樵りなどを行って里山を守るための間伐や下樵りなどを行って
います。います。います。います。います。
　また、　また、　また、　また、　また、野草を食べる会、野草を食べる会、野草を食べる会、野草を食べる会、野草を食べる会、水の生きものと遊ぶ水の生きものと遊ぶ水の生きものと遊ぶ水の生きものと遊ぶ水の生きものと遊ぶ
会、会、会、会、会、つる細工の会など親子で楽しめる取り組みもつる細工の会など親子で楽しめる取り組みもつる細工の会など親子で楽しめる取り組みもつる細工の会など親子で楽しめる取り組みもつる細工の会など親子で楽しめる取り組みも
行っています。行っています。行っています。行っています。行っています。

「富田林の自然を守る会」入会申込書

　　　　　年　　月　　日

氏名　　　　　　　　　　　

性別　男　女　　　　生年月　　　年　　月

〒　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　
FAX：　　　　　　　　　　　　　　　　
e-mail：　　　　　　　　　　　　 　　

領　収　書

　　　　　　　　　様

金　　　　　　　　円也

上記の金額を「富田林の自然を守る会」　　　年度会
費として領収いたしました。

富田林の自然を守る会

年 　 月　  日

郵送の場合は後ほど会費振り込み用紙をお送りします

生き物と共生するまち生き物と共生するまち生き物と共生するまち生き物と共生するまち生き物と共生するまち
大阪のオアシスとしてのまち大阪のオアシスとしてのまち大阪のオアシスとしてのまち大阪のオアシスとしてのまち大阪のオアシスとしてのまち
自然と農業が身近にあるまち自然と農業が身近にあるまち自然と農業が身近にあるまち自然と農業が身近にあるまち自然と農業が身近にあるまち

市民と行政がともにつくるまち市民と行政がともにつくるまち市民と行政がともにつくるまち市民と行政がともにつくるまち市民と行政がともにつくるまち



生態系保全活動
1.雑木林の林床管理（下樵り）
2.人工林（スギ・ヒノキ林）
　の管理（間伐・枝打ち）
3.竹林管理（雑木林および人
　工林への竹の侵入防止）
4.草地管理（休耕田とその畦、　ため池の土手など）
5.水生生物の保護と育成（水の生きもの池）

1.観察路づくり
2.自然観察会
3.昆虫観察会
4.水の生きものと遊ぶ会
5.竹炭焼き
6.シイタケ栽培
7.果樹栽培
8.野草を食べる会
9.里山クラフト

調査・提言活動
1.植生調査　　
2.昆虫調査
3.自然環境活用　
　調査

水の生きものと遊ぶ

昆虫観察会

　これらの活動は、富田
林の自然を守る市民運動
協議会（事務局：富田林
市農と水みどり課）と協
働して行っています。

間伐作業

滝谷不動駅

瀧谷不動尊
中佐備

みかん小屋

高橋
瀧谷不動尊駐車場

奥の谷へのルー奥の谷へのルー奥の谷へのルー奥の谷へのルー奥の谷へのルー

　　　〒584-0024　　　　
　　　富田林市若松町４丁目１６－２１
　　　　田　渕　武　夫　気付
　　　　富田林の自然を守る会　行

50 円切手
を貼って
下さい

（名称）
第１条　当会は「富田林の自然を守る会」と称する。
（構成）
第４条　当会は第２条および第３条に賛同する個人および団体で構成する。
（財政）
第５条　当会の財政は、会費、行事参加費、寄付金および助成金等をもって充てる。
第７条　助成金等の財源を得て取り組む事業については、特別会計を置く。
第８条　当会の会計年度は４月から翌年の３月までとする。
（役員）
第９条　当会に次の役員を置く。
　代　表　１名　　世話人　若干名
　上記役員の外に顧問を置くことができる。
第10条　役員の任期は１年とし、役員は総会で決定する。
（会議）
第11条　定期総会を年１回開催し、事業計画、予算、役員その他会の運営に必要な事項を審議する。総
会は必要に応じ臨時に開催することができる。
第12条　世話人会は原則として毎月１回開催し、具体的な活動計画などについて審議する。
（事務局）
第13条　当会は事務局を代表宅に置く。

国際ワークキャンプとは国際ワークキャンプとは国際ワークキャンプとは国際ワークキャンプとは国際ワークキャンプとは

　　　　　国連国連国連国連国連・・・・・ユネスコのＣＣＩＶＳユネスコのＣＣＩＶＳユネスコのＣＣＩＶＳユネスコのＣＣＩＶＳユネスコのＣＣＩＶＳ（（（（（国国国国国際際際際際ボボボボボララララランンンンンテテテテティィィィィアアアアア活活活活活
動調整委員会）動調整委員会）動調整委員会）動調整委員会）動調整委員会）に加盟する各国のＮＧＯに加盟する各国のＮＧＯに加盟する各国のＮＧＯに加盟する各国のＮＧＯに加盟する各国のＮＧＯ（（（（（日日日日日本本本本本ででででではははははＮＮＮＮＮ
ＩＣＥ）ＩＣＥ）ＩＣＥ）ＩＣＥ）ＩＣＥ）が、が、が、が、が、自国で国際ワークキャンプを主催、自国で国際ワークキャンプを主催、自国で国際ワークキャンプを主催、自国で国際ワークキャンプを主催、自国で国際ワークキャンプを主催、地元地元地元地元地元
の環境や福祉の団体や自治体と共催し、の環境や福祉の団体や自治体と共催し、の環境や福祉の団体や自治体と共催し、の環境や福祉の団体や自治体と共催し、の環境や福祉の団体や自治体と共催し、世界のボラ世界のボラ世界のボラ世界のボラ世界のボラ
ンティアを受け入れます。ンティアを受け入れます。ンティアを受け入れます。ンティアを受け入れます。ンティアを受け入れます。また、また、また、また、また、世界各地のワーク世界各地のワーク世界各地のワーク世界各地のワーク世界各地のワーク
キャンプにボランティアを派遣します。キャンプにボランティアを派遣します。キャンプにボランティアを派遣します。キャンプにボランティアを派遣します。キャンプにボランティアを派遣します。

　1999年から、毎年夏に奥の谷で行われている
国際ワークキャンプ。世界各地から集まった若
者たちが、奥の谷のみかん小屋に宿泊して、私
たちと一緒に、スギ・ヒノキ林の間伐や雑木林
の下樵りなどの作業をします。
　また、国際ワークキャンプを主催するＮＩＣ
Ｅ（日本国際ワークキャンプセンター）の若者
達たちが、毎月一泊の週末キャンプで作業しま
す。

記念のポールの前で 楽しくランチタイム

囲炉裏を囲んで（週末キャンプ） ＮＩＣＥな森


